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著
者
は
日
本
語
研
究
の
篤
め
に
は
、
北
は
ア
イ
ヌ
語
、
南
は
琉

球
、
盛
岡
語
迄
親
し
く
手
に
掛
け
て
研
究
さ
れ
た
ん
だ
が
、
今
こ

ゝ
に
そ
の
詳
細
な
る
報
告
論
文
の
一
を
世
に
問
う
た
。
そ
れ
に
つ

け
て
も
著
者
の
ア
イ
ス
語
研
究
、
宮
古
語
研
究
、
前
者
は
整
理
も

殆
ん
ど
出
来
て
ゐ
た
し
、
後
者
は
我
國
で
學
位
論
文
と
し
て
提
出

す
べ
く
起
草
中
で
あ
つ
た
ん
だ
が
、
そ
れ
等
も
続
々
と
學
界
に
恵

勉
せ
ら
れ
ん
事
は
希
望
に
堪
え
な
い
。

　
　

（
石
演
純
太
郎
）

境
野
黄
洋
著

　

支
那
佛
教
精
史

　

本
書
は
昭
和
八
年
十
一
月
に
六
十
三
歳
で
歿
せ
ら
れ
た
境
野
博

士
の
遺
稿
で
あ
る
。
博
士
が
前
に
（
て
一
作
）
出
版
せ
ら
れ
た
『
支
那

佛
教
史
講
話
』
巻
上
を
詳
細
周
密
に
改
訂
増
補
の
形
を
以
て
、
執

筆
し
て
お
か
れ
た
も
０
で
あ
っ
て
、
左
０
篇
章
を
分
っ
て
。
本
文

一
千
八
頁
に
佛
教
傅
来
か
ら
、
南
北
期
末
ま
で
０
支
那
佛
教
史
を

論
述
し
、
更
に
索
引
を
附
し
た
大
冊
で
あ
る
。

　

第
一
篇

　

羅
什
以
前
Ｉ
Ｉ
Ｉ
古
鐸
時
代

　
　

第
一
章

　

佛
教
０
傅
来

　
　

第
二
章

　

安
息
佛
教

　
　

第
三
章

　

月
支
佛
歌

　
　

第
四
章

　

天
竺
及
び
康
居
の
俯
侶

　
　

第
五
章

　

于
閲
及
び
轍
茲
佛
教

　
　

第
六
章

　

経
録
０
成
立

　

第
二
篇

　

隋
唐
以
前
－
‐
荷
譚
時
代

　
　

第
一
章

　

鳩
摩
羅
什
の
學
統

　
　

第
二
章

　

廬
山
と
道
場
寺

　
　

第
三
章

　

涅
槃
経
の
翻
傅

　
　

第
四
章

　

南
北
朝
ｏ
鐸
経

　
　

第
五
章

　

地
論
宗

　
　

第
六
章

　

揖
論
宗

　
　

第
七
章

　

小
乗
三
蔵
の
譚
傅

　
　

第
八
章

　

大
乗
戒
の
傅
譚

　
　

第
九
章

　

禰
宗
の
起
源

　
　

第
十
章

　

成
賓
宗

　
　

第
尤
章

　

外
護
と
排
佛
破
佛

以
上
、
章
を
分
つ
こ
と
は
前
著
『
講
話
』
と
異
ら
な
い
か
、
そ
の

内
容
は
殆
ん
ど
倍
以
上
に
噌
訂
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
先
年
私
が
佛
教

學
大
會
の
席
上
で
老
博
士
か
ら
「
自
分
は
今
奮
著
の
改
訂
を
や
つ

て
ゐ
る
が
、
京
都
の
某
君
の
佛
漱
支
那
傅
来
脆
は
何
に
出
て
ゐ
る
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I
」
と
あ
る
若
い
學
徒
の
こ
と
を
質
問
せ
ら
れ
た
こ
と
を
思
ひ
出

９
″

　
　
　

し
て
、
最
後
ま
で
斯
學
に
つ
く
さ
れ
た
博
士
の
精
進
に
、
先
づ
何

　
　
　

よ
り
も
甚
深
の
敬
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　

第
一
篇
先
づ
佛
駄
０
支
那
傅
来
に
就
い
て
の
諸
説
を
網
羅
し
批

　
　
　

判
し
て
、
モ
０
多
く
が
信
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
る
こ
と
を
論
じ

　
　
　

唯
淡
哀
帝
元
壽
元
年
の
「
伊
存
口
授
経
説
」
は
、
記
録
上
佛
教
傅

　
　
　

来
の
最
初
の
事
賓
と
な
す
べ
き
も
、
そ
れ
以
後
約
百
五
十
年
間
に

　
　
　

は
、
佛
駄
に
闘
す
る
史
的
事
賓
と
し
て
的
確
と
認
む
べ
き
も
の
殆

　
　
　

ん
ど
な
き
が
故
に
、
支
那
佛
駄
は
事
貫
上
、
後
漢
桓
帝
の
建
和
二

　
　
　

年
安
世
高
の
来
支
に
始
ま
る
と
云
ふ
べ
し
と
結
論
せ
ら
る
。
略
今

　
　
　

日
０
亭
界
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
脆
で
あ
る
が
、
唯
博
士
が
『
後
漢

　
　
　

書
』
の
楚
王
英
の
信
佛
も
認
め
難
く
「
襄
樹
傅
」
に
見
ゆ
る
上
疏

　
　
　

で
『
四
十
二
章
ｔ
』
成
具
四
昆
な
）
後
の
偽
作
な
よ
せ

　
　
　

ら
る
-
４
大
謄
な
論
断
に
は
、
服
し
か
ね
る
。
後
漢
の
明
帝
が
楚
王

　
　
　

英
に
具
へ
た
詔
を
否
認
す
べ
き
有
力
な
史
料
は
存
し
な
い
。
他
方

　
　
　

ｙ
ス
ペ
Ｅ
１
氏
が
巧
に
論
じ
た
様
に
、
楚
王
英
一
族
の
信
佛
の
登

　
　
　

展
と
し
て
許
昌
寺
の
成
立
も
考
へ
ら
智
。
（
然
談
皿
）
宍

　
　
　

安
帝
に
用
ひ
ら
れ
た
張
衡
の
「
西
京
賦
」
に
も
、
禁
欲
修
道
者
と

　
　
　

し
て
０
桑
門
の
こ
と
か
見
え
て
ゐ
て
、
お
ぼ
ろ
げ
乍
ら
、
明
帝
以

　
　
　

後
、
中
原
地
方
に
於
け
る
佛
教
々
團
の
存
在
登
達
も
推
察
出
来

る
・
ま
た
現
行
０
　
『
四
十
二
章
経
』
は
恐
ら
く
六
朝
初
期
０
改
訂

を
経
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
改
訂
以
前
、
漢
魏
時
代
の
『
四
十
二

章
経
』
の
存
在
も
考
へ
る
饌
地
が
あ
る
し
、
所
謂
「
老
子
化
胡
」

の
誕
は
、
西
晋
王
浮
の
『
化
胡
経
』
以
前
に
は
な
し
と
断
定
せ
ら

る
ｘ
の
も
早
計
か
と
思
ふ
。
従
っ
て
こ
れ
等
を
理
由
と
し
て
『
後

漢
書
』
の
「
襄
楷
傅
」
の
上
疏
文
を
宋
頃
の
認
作
と
す
る
の
も
、

断
に
す
ぎ
る
と
思
ふ
。
要
す
る
に
私
は
『
後
漢
書
』
の
記
事
否
認

は
、
も
っ
と
有
力
な
資
料
な
く
し
て
は
不
可
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
。

　

因
に
博
士
は
『
牟
子
理
惑
論
』
を
常
盤
博
士
の
説
に
賛
し
て
、

宋
の
明
帝
時
代
の
悳
通
０
「
駿
顧
道
士
夷
夏
論
」
以
後
の
も
の
と

せ
之
ふ
久
司
一
轟
）
な
北
京
大
學
の
混
迦
（
欝
）
胡
適

（
彗
％
）
詣
や
九
州
大
言
肖
賢
（
匹
福
ぴ
で
論

ぜ
ら
れ
た
如
く
、
後
漢
末
の
著
と
認
め
得
べ
き
も
の
と
考
へ
て
ゐ

る
。
『
牟
子
』
が
恵
通
の
文
か
ら
出
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
て
、
逆
に

悳
通
が
『
牟
子
』
を
引
い
て
ゐ
る
０
で
あ
る
。

　

第
二
章
以
下
に
は
、
安
世
高
を
初
め
、
安
息
、
月
支
、
天
竺
、

康
居
、
于
閲
、
麹
茲
等
か
ら
来
た
沙
門
や
、
そ
０
地
方
か
ら
膏
ら

さ
れ
た
佛
典
並
に
そ
の
翻
譚
に
就
い
て
主
と
し
て
論
じ
、
第
五
章

亀
茲
佛
教
の
節
に
は
、
佛
圖
澄
に
系
統
を
引
く
道
安
０
佛
獣
を
脆
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き
、
ま
た
そ
９
問
後
に
行
は
れ
た
「
吝
」
義
に
開
す
る
諸
學
脆
を

併
せ
注
べ
、
第
六
章
に
は
、
梁
の
「
出
三
蔵
記
集
」
を
初
め
隋
唐

時
代
に
な
れ
る
現
存
経
録
並
に
今
日
散
快
せ
る
魏
晋
以
来
０
経
録

に
就
い
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

次
に
第
二
篇
羅
什
以
来
は
、
支
那
に
於
け
る
佛
教
々
學
０
組
織

展
開
期
で
あ
る
。
先
づ
そ
０
端
を
開
い
た
北
支
那
に
於
け
る
鳩
摩

羅
什
の
鐸
経
並
び
に
そ
の
門
下
の
佛
教
を
論
じ
。
第
二
章
に
南
支

那
に
於
け
る
慧
遠
を
中
心
と
し
た
廬
山
佛
駄
と
建
康
道
場
寺
を
中

心
と
し
た
佛
陀
践
陀
羅
恵
観
等
の
佛
教
を
辿
ぺ
、
併
せ
て
法
嗣
、

賓
雲
等
の
入
竺
並
に
傅
譚
に
及
ぶ
。
有
名
な
廬
山
の
念
佛
結
鉉
に

就
い
て
は
、
私
は
曾
て
あ
る
友
人
の
論
文
を
評
す
る
に
際
し
、
明

治
以
来
の
日
本
佛
駄
學
界
０
諸
大
家
が
、
何
れ
も
明
白
な
元
興
元

年
（
認
）
の
謝
鑑
蓮
の
結
祀
誓
文
を
、
太
元
十
五
具
Ｅ

つ
て
ゐ
ら
れ
る
こ
と
を
注
意
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
（
四

四土年九
）
ム

四
）
境

野
博
±
０
前
著
に
は
、
廬
山
の
浄
土
教
に
就
い
て
多
く
論
述
せ
ら

れ
て
ゐ
な
か
っ
た
が
『
精
史
』
に
は
、
鴛
に
八
十
頁
近
き
詳
述
培

補
を
な
し
、
そ
の
中
に
、
元
興
元
年
脆
を
探
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

第
三
章
『
涅
槃
経
』
の
翻
傅
以
下
、
主
と
し
て
佛
典
の
傅
課
を

中
心
に
諸
學
涙
０
成
立
を
論
じ
、
第
十
一
章
に
、
後
秦
王
姚
興
の

興
佛
よ
り
北
周
武
帝
０
破
佛
、
辞
帝
の
佛
法
再
興
ま
で
、
歴
代
の

興
佛
排
佛
並
に
佛
道
論
争
を
建
べ
て
本
書
を
終
る
。
今
そ
の
一
々

の
章
を
紹
介
す
る
こ
と
は
紙
数
も
時
間
も
許
さ
な
い
。

　

要
す
る
に
本
書
は
、
既
刊
０
支
那
佛
散
史
中
の
最
も
新
し
い
最

も
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
大
蔵
中
の
資
料
を
縦
横
に
探
っ
て
批
判

し
、
而
も
廣
く
近
来
頗
る
盛
ん
な
佛
教
學
界
の
研
究
成
果
を
參
照

し
、
自
由
に
取
捨
し
論
断
せ
ら
れ
た
本
書
は
、
変
に
明
治
大
正
年

間
に
新
に
開
拓
さ
れ
頓
に
登
達
し
た
、
日
本
０
支
那
佛
教
史
學
Ｏ

總
和
と
し
て
聳
ゆ
る
最
大
０
金
字
塔
で
あ
る
。
博
±
０
幾
多
の
新

脆
頗
る
敬
漉
す
べ
き
も
の
あ
り
、
時
に
断
案
急
に
し
て
、
や
ｋ
奇

に
過
ぐ
る
の
感
あ
る
も
の
あ
り
と
は
云
へ
、
後
進
を
導
く
こ
と
至

大
で
あ
る
。
翻
譚
史
を
中
心
と
し
た
支
那
佛
散
史
と
し
て
は
、
変

に
精
な
る
も
の
、
さ
れ
ど
佛
教
が
支
那
人
の
哲
學
と
し
て
宗
教
と

し
て
登
展
し
て
行
っ
た
述
を
明
に
す
る
に
は
、
倚
更
に
支
那
の
藍

會
や
文
化
に
就
い
て
多
く
の
考
慮
を
は
ら
は
れ
て
然
る
ぺ
く
、
殊

に
支
那
０
宗
教
と
し
て
行
は
れ
た
佛
教
に
は
、
そ
の
惜
俗
の
散
團

に
就
い
て
の
研
究
が
も
っ
と
あ
っ
て
然
る
ぺ
く
、
埓
に
六
朝
時
代

に
は
特
に
幾
多
の
遺
物
遺
蹟
が
貴
重
な
材
料
を
提
供
し
て
ゐ
る
こ

と
を
思
は
ざ
る
を
得
ぬ
。
私
は
斯
學
０
最
大
先
輩
の
大
著
を
前
に

し
て
、
散
へ
ら
る
ｘ
所
頗
る
大
な
る
と
共
に
、
今
後
の
學
徒
に
遺

さ
れ
た
開
拓
の
給
地
も
亦
頗
る
多
い
こ
と
を
思
ふ
の
で
あ
る
。
敢
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て
江
湖
に
本
書
を
薦
む
る
と
共
に
、
妄
言
を
多
謝
す
る
。

　

（
菊
版
、
本
文
一
〇
〇
八
頁
、
索
引
四
三
頁
、
昭
和
十
年
十
二

　

月
、
黄
洋
博
士
遺
稿
刊
行
會
殷
行
）
定
價
拾
貳
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
塚
本

　

善
隆
）

I
ｊ
ｏ
ｓ
-
　
ｏ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
Ｉ
ｄ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｎ
ｉ
ｕ
ｎ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
　
ｂ
ｏ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
-

　

ｙ
ａ
ｎ
ｇ
.
　
　
　
Ｈ
ｅ
ｎ
ｒ
ｉ
　
Ｍ
ａ
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
ｏ
.
　
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ａ
ｓ
i
a
ｔ
i
ｑ
ｕ
ｌ
｡
　
Ｔ
（
）
ｍ
ｅ

　

２
２
５
｡
　
１
９
３
４
｡
　
Ｎ
ｏ
.
　
１
｡
　
Ｉ
）
ｐ
.
　
８
７
-
１
０
７
.

　
　

マ
ス
ペ
ａ
氏
は
先
に
Ｌ
ｅ
　
ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
ｅ
　
ｅ
ｔ
　
Ｔ
ａ
ｍ
ｂ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｄ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
l
'
E
m
-

ｐ
ｅ
ｒ
ｅ
ｕ
ｒ
　
M
i
n
g
.
　
（
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｏ
｡
　
Ｘ
｡
　
１
９
０
１
）
　
　
　
＾
も
の
し
て
、
佛
教
ｏ

支
那
傅
来
示
明
帝
の
「
墜
夢
遣
使
」
に
依
る
と
さ
れ
る
を
、
二
世

紀
終
頃
洛
陽
の
散
團
に
生
れ
た
傅
誕
に
過
ぎ
な
い
事
を
論
誼
さ
れ

た
。
然
し
早
く
佛
教
の
行
は
れ
て
居
た
事
は
、
楚
王
英
か
信
奉
し

て
居
た
事
よ
り
明
か
な
事
賓
で
あ
り
、
前
漢
哀
帝
元
壽
元
年
（
西

紀
前
二
）
に
博
士
弟
子
景
盧
の
・
浮
屠
経
を
受
け
た
事
四
か
あ
る
。

又
支
那
渡
来
の
外
國
人
間
に
行
は
れ
て
居
た
事
も
あ
つ
た
で
あ
ら

う
。
佛
教
傅
来
ｏ
年
代
が
確
定
さ
れ
な
い
な
ら
ぱ
、
教
團
の
初
期

の
形
態
に
開
す
る
考
察
は
富
然
取
上
げ
ら
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

マ
氏
は
先
の
論
文
と
同
時
ｙ
　
　
Ｃ
ｏ
ｒ
t
i
m
ｕ
ｎ
ａ
ｕ
ｔ
＾
ｓ
　
ｍ
ｏ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｂ
ｏ
ｎ
ｄ
ｄ
-

h
i
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
　
ａ
ｕ
　
Ｉ
Ｉ
。
ｅ
ｔ
　
Ｉ
ｉ
ｒ
　
ｓ
ｉ
ｅ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
.
　
（
i
b
i
d
.
　
Ｘ
｡
　
１
９
１
０
）
に

於
て
敦
團
に
就
て
述
べ
ら
れ
た
が
、
今
同
更
に
考
察
を
進
め
て
楚

王
英
を
続
る
彭
城
の
駄
團
の
性
質
を
明
か
に
し
、
般
舟
三
昧
経
記

に
見
ゆ
る
許
昌
寺
を
考
究
し
て
、
彭
械
の
教
團
と
洛
陽
の
初
期
の

教
團
と
の
間
に
一
脈
の
聯
絡
あ
る
事
を
立
詮
せ
ん
と
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

楚
王
英
が
明
帝
の
詔
に
崖
じ
て
罪
を
層
ん
が
篤
に
黄
緯
、
白
統

を
献
じ
た
永
平
八
年
　
　
四
大
の
事
件

丿
一
Ｊ
皿
雛

は
有
名
で
あ
る
。
明

帝
は
其
猷
物
を
返
し
て
伊
蒲
塞
、
桑
門
０
盛
饌
を
助
。
け
し
め
た

が
、
こ
れ
は
明
か
に
冊
侶
０
み
で
な
く
信
者
の
あ
つ
た
事
を
示
す

も
０
で
あ
る
。
英
の
就
國
は
建
安
二
十
八
年

れ
よ
り
楚
の
彭
城
に
其
保
護
０
下
に
あ
つ
た

-

　 　
一　　
一
ｇ
で
あ
る
が
、
そ

　

　
6
4

教
團
を
考
へ
て
、
ｙ

氏
は
道
家
の
仲
介
に
依
っ
て
佛
教
が
入
っ
て
来
た
も
の
と
考
へ

る
。
乃
ち
此
地
方
は
漢
代
の
道
家
の
中
心
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
英

も
道
家
を
奉
じ
て
居
た
が
、
同
時
に
佛
救
を
も
信
奉
し
て
居
た
。

営
時
支
那
人
に
は
佛
救
も
道
家
の
一
涙
と
見
倣
さ
れ
、
英
の
下
に

於
け
る
彭
城
の
曾
侶
等
も
方
士
と
同
じ
く
長
生
の
術
を
傅
へ
る
者

と
考
へ
ら
れ
て
、
救
團
を
、
少
く
と
も
佛
教
ら
し
い
道
家
Ｃ
Ｔ
ａ
ｏ
ｉ
-

ｓ
m
e
　
ｂ
ｏ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ｉ
ｓ
ａ
ｎ
こ
の
救
團
を
形
成
し
て
道
家
の
救
国
の
中
に
摘

か
つ
て
行
っ
た
の
は
、
”
ｌ
ｙ
岩
國
に
於
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
ジ


